
　

待
ち
に
待
っ
た
待
望
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。
有

機
農
業
に
関
す
る
多
く
の
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
ま
で
体
系
的
、
か
つ
実
践
的
視
野
で
ま

と
め
ら
れ
た
本
は
、
は
じ
め
て
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
編
集
・
発
刊
に
当
た
っ
た
日
本
有
機
農

業
研
究
会
は
、
一
九
七
一
年
十
月
に
発
足
し
て
い

る
。
当
時
は
、
高
度
経
済
成
長
下
で
工
場
排
水
・

排
煙
等
に
対
す
る
反
公
害
運
動
を
は
じ

め
、
農
薬
の
毒
性
問
題
、
食
品
添
加
物

へ
の
不
信
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
農
業

の
在
り
方
、
食
の
安
全
性
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
な
か
で
、
同
研
究
会
は
今
日
に
至
る

ま
で
有
機
農
業
の
探
求
、
実
践
、
普
及
・
啓
発
を

進
め
る
べ
く
、
生
産
者
、
消
費
者
、
研
究
者
同
士

の
交
流
を
ベ
ー
ス
に
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

　

今
日
で
は
、
有
機
農
産
物
を
め
ぐ
っ
て
小
売
、

量
販
店
、
デ
パ
ー
ト
、
商
社
、
外
食
産
業
等
を
巻

き
込
ん
だ
「
有
機
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
あ
た
か
も

ブ
ー
ム
の
ご
と
き
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
草
創

期
の
有
機
農
業
生
産
者
が
、
い
わ
ゆ
る
変
人
・
奇

人
扱
い
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
に
、
ま
さ
に

隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、「
農
」「
食
」
の
在
り
方
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
有
機
農
業
運
動
が
、
今
日
の

ブ
ー
ム
と
も
い
え
る
状
況
に
対
し
て
、
今
一
度
原

点
を
問
い
直
す
意
味
に
お
い
て
も
、
本
書
が
刊
行

さ
れ
た
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

　

さ
て
本
書
は
、
ま
さ
に
有
機
農
業
実
践
へ
の
手

引
書
と
い
っ
て
よ
い
。
執
筆
陣
は
、
生
産
者
が
中

心
で
あ
る
が
、
研
究
者
達
も
実
践
に
裏
付
け
ら
れ

た
方
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
。

　

第
一
章
「
有
機
農
業
の
基
本
技
術
」、
第
二
章

「
農
学
か
ら
見
た
有
機
農
業
」
は
、
思
想
・
理

論
・
基
礎
編
に
当
た
り
、
土
づ
く
り
、
肥
料
、
病

害
虫
、
雑
草
、
微
生
物
、
生
態
系
等
の
有
機
農
業

の
基
本
的
事
項
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
慣
行
農
法
、

す
な
わ
ち
既
成
概
念
か
ら
の
脱
却
の
勧
め
で
も
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
有
機
農
業
に
適
し
た
品
種
が
五

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
紹
介
さ
れ
貴
重
な
資
料
と
も
な

っ
て
い
る
。

　

第
三
章
「
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
有
機
農
業

技
術
」
は
、
穀
物
、
野
菜
、
果
樹
、
畜
産
に
か
か

る
技
術
編
で
あ
る
。
水
稲
で
は
、
有
機
稲
作
の
基

本
か
ら
合
鴨
、
鯉
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
レ
ン
ゲ
マ
ル
チ

等
に
よ
る
除
草
技
術
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
野
菜
づ
く
り
で
は
、「
苗
半
作
」

と
も
い
わ
れ
る
苗
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
、
果
菜
・

根
菜
・
葉
菜
・
鱗
茎
類
の
各
野
菜
栽
培
技
術
が
栽

培
難
易
度
、
推
奨
品
種
と
あ
わ
せ
て
記
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
果
樹
で
は
、
多
く
の
品
種
が
明
治
期

以
降
近
代
化
農
法
と
セ
ッ
ト
で
導
入
さ
れ
た
た
め

技
術
開
発
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
基
本
は
や
は
り
日
本
の
気
候
、
風
土
に
適

し
た
品
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
畜
産
」
に
つ
い
て
は
、
遺
伝
子
組
み
替

え
作
物
が
増
加
す
る
中
で
、
自
給
飼
料
の
確
保
の

重
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
庭
先
養
鶏
、
山
地
酪
農
、

短
角
牛
、
黒
豚
等
の
飼
養
技
術
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
飼
養
技
術
の
基
本
は
、
観
察
眼
を
鍛
え
、
健

康
な
家
畜
を
育
て
る
こ
と
に
尽
き
る
。

　

第
四
章
「
手
作
り
の
楽
し
さ
」
で
は
、

四
季
の
素
材
を
生
か
し
た
食
品
加
工
の

数
々
が
紹
介
さ
れ
、
直
接
農
業
に
携
わ

っ
て
い
な
い
人
で
も
良
質
の
素
材
を
入

手
す
れ
ば
、
食
卓
を
豊
か
に
す
る
こ
と

請
け
合
い
で
あ
る
。
第
五
章
「
地
域
へ
広
げ
、
次

代
に
つ
な
ぐ
」
は
、
学
校
給
食
等
を
通
じ
た
地
域
、

次
世
代
へ
の
運
動
の
広
が
り
を
展
望
し
て
い
る
。

　

イ
ラ
ス
ト
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
素

人
に
も
わ
か
り
易
く
読
ん
で
い
て
実
に
楽
し
い
。

有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
壁
に
ぶ
つ
か
り
悩
ん
で

い
る
人
、
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
人
た

ち
に
勇
気
と
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
本
で
あ
る
。

（
一
九
九
九
年
一
月
、
三
四
五
頁
、
三
、八
〇
〇
円
）

（
木
原　

久
）
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土
づ
く
り
か
ら
食
べ
方
ま
で
』

日
本
有
機
農
業
研
究
会
編
集
（
農
山
漁
村
文
化
協
会
）


